
 
 
　本審査会は、御栗英紀議員及び畑広次郎議員について、
加古川市議会議員政治倫理条例（以下「倫理条例」とい
う）第３条第１項第１号（市民全体の奉仕者として、そ
の品位と名誉を損なうおそれのある行為をしないこと）
及び第６号（市が行う許可、認可又は請負その他の契約
に係る企業、団体、事業主から政治活動に関する寄附を
受けないこと。その後援団体についても同様とすること）
に定める政治倫理基準に違反する疑いがあるとして、各
会派代表者による議員６名の連署をもって審査の請求が
あったことから、倫理条例第５条の規定により２月19日
に設置されたものである。 
　２月26日開催の第２回審査会においては、倫理条例第
６条第２項の規定に基づき、審査を請求された当該議員
から弁明を受けるため、両議員に審査会への出席を求め
事情聴取を行った。 
　両議員の弁明では、（株）神戸製鋼所が発表した政治資金
規正法で禁じられている寄附行為に該当する不適切な支
出と、自らの後援会活動との関わりについて、後援会で
の調査、また労働組合は調査委員会を立ち上げ、事実関
係の調査を行っている。しかし、司法捜査との関係上、
（株）神戸製鋼所からの具体的な情報を得られないため、現
時点ではその詳細について確認できていない。事実関係
の調査には、しばらくの時間が必要であるとのことであ
った。 
　今回の（株）神戸製鋼所の発表について、現時点での違法
性の認識を質問したのに対し、両議員は、（株）神戸製鋼所
及び神戸製鋼所労働組合加古川支部から自分たちの後援
会活動に対して、何らかの支援があったことは認識して
いるとの答弁があった。 
　また、政治資金収支報告書において、事務所費等が計
上されていない理由を質問したのに対し、両議員からは、
神戸製鋼所労働組合加古川支部の顧問を委嘱されており、
その顧問料の対価として、神鋼加古川労働組合会館を事
務所として使用しているためであるとの答弁があった。 
　３月13日開催の第３回審査会においては、倫理条例第
６条第３項の規定に基づき、神戸製鋼所労働組合加古川
支部執行委員長に、参考人として出席を求め、意見聴取
を行った。 
　今回の件について、両議員の後援会会長としての認識

を質問したのに対し、参考人から、（株）神戸製鋼所からの
支援があったことは承知しているが、政治資金規正法に
抵触しているという認識はなかった。現時点で、具体的
にどの行為が政治資金規正法に抵触しているかは不明で
あるが、（株）神戸製鋼所から後援会に支援があったことは
認めざるを得ないとの答弁であった。 
　これらのことにより、参考人が両議員の後援会会長で
もあることから、（株）神戸製鋼所が政治資金規正法に違反
する寄附を、両議員の後援団体に対し行っていたことが
明らかになった。 
　また、委員から、労働組合が両議員に顧問料の対価と
して、事務所を提供していることについて質問したのに
対し、参考人から、現時点においても問題ないと判断し
ているとの答弁があった。委員から、支援する労働組合
と議員との間において、文書での契約を行わず口約束で
事務所使用料と顧問料を相殺していることは、不透明で
あるといわざるを得ないとの指摘があった。 
　次に、平成14年以降現時点までの本市と（株）神戸製鋼所
との間における、許可、認可又は請負その他の契約の有
無を調査したところ、契約関係が新クリーンセンター建
設工事など５件、消防による許可施設が130施設存在す
ることなどが明らかになった。 
　以上のことから、両議員は、倫理条例第３条第１項第
６号に違反すること。また、これら一連の行為により、
倫理条例第３条第１項第１号に違反することが確認され
た。 
　なお、審査の過程において今回の行為が、倫理条例第
３条第１項第２号の地位を利用して金品を授受しないこ
と、並びに第３号の特定の企業、団体等のために有利な
取り計らいを働きかけないこと、に違反する恐れがある
と考えられることから、さらに審査を継続すべきとの意
見もあった。しかし、違反に至る事実の証明が困難であ
るとの意見が多数を占めたことから、現時点では審査対
象としないこととなった。 
　以上、審査請求のあった事項についての違反が明らか
になったことから審査を終了することとし、御栗英紀議
員及び畑広次郎議員に対し、倫理条例第９条による措置
を行うよう求め、報告とする。 
　平成21年３月23日 
　　　　　　　　　　加古川市議会議員政治倫理審査会
　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　神吉　耕藏
　 

　平成21年第１回市議会定例会は、２月26日
から３月26日まで、29日間の日程で開催され
ました。 
　平成21年度各会計予算をはじめ、平成20年
度各会計補正予算（一般会計、８特別会計、
２企業会計）など、市長提出議案48件の審議

が行われ、すべて原案のとおり可決されまし
た。 
　また、議員から、議員定数を「33人」から
「31人」に改める市議会議員定数条例の一部
改正案が提出され、審議の結果、賛成多数で
原案のとおり可決されました。 
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政治倫理の遵守と議会の信頼回復に向けて 

　市議会議員政治倫理審査会から審査報告書の提出を受け、大西健一議長は、3月２６日の本会議において、審査結
果の報告を行った後、御栗英紀議員、畑広次郎議員に対し、厳重注意などの措置を発表しました。 
　また、この日の本会議で、決議案「政治倫理の遵守に関する決議」が提出され、賛成多数で可決されました。　

　このたび、本市議会議員２名の後援団体が、企業か
ら寄附行為に該当すると思われる支援を受けたことは、
加古川市議会議員政治倫理条例に定められた倫理基準
に抵触する事案であり、政治に対する市民の不信を招
き、本市議会の名誉と品位を傷つけ、信頼を失墜させ
たことは極めて遺憾である。 
　この事案は、議員個人の不祥事としてとどめること
なく、市議会全体として真摯に受け止めなければなら
ない。我々議員は、市民の厳粛なる信託により、市政
に携わる権能と責務を有することを再認識し、自らの
行動を厳しく律することが必要である。 
　よって、本市議会は、政治倫理の遵守と議会の信頼
回復に全力で取り組むとともに、我々議員は、今後、
政治倫理に関し批判を受けたときは誠実に事実を解明
し、その責任を自ら進んで明らかにすることをここに
表明する。 
　以上、決議する。 
　平成２１年３月２６日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加古川市議会
　 

【措置の内容】 
・文書による厳重注意を行うこと 
・今期の議員任期中における議会内の役職の就任は認めない
　こと、並びに市附属機関等への委員選任について議会から
　の推薦は行わないこと 
・議会広報に議員自らの弁明を掲載し、市民への説明責任を
　果たすこと 

【弁明文】 
　このたびは、私共の後援会が（株）神戸製鋼所より政治資金規
正法で禁じられている寄附行為を受けていたことで、お騒が
せし、市民の皆様に多大なご迷惑をおかけしたことを心より
お詫び申し上げます。 
　かかる行為は、市民の皆様からの信頼を損なう事象である
と同時に、加古川市議会の品位と名誉を失墜させた行為であ
り、深く反省しております。 
　今後は後援会と十分に連携を取り、事実解明とともに再発
防止に向けた対策を策定・実行することで政治倫理の遵守に
努め、信頼回復に向け全力で取り組む所存でございます。 
　改めまして、市民の皆様に心よりお詫び申し上げます。 
　平成21年３月31日 
　　　　　　　　　加古川市議会議員　御栗英紀、畑広次郎
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政治倫理の遵守に関する決議 

加古川市議会議員政治倫理審査会報告 

　浜の宮公民館の閉館に伴い、尾上公民館が、尾上町池田
に4月12日、開館しました。式典では、浜の宮中学校
吹奏楽部による演奏が行われました。　　　　　　　　　
　　　　　 

　つつじ療育園が新築・移転され
「こども療育センター」として、
志方町原に4月2日、オープンしま
した。　　　　　　　　　　　　
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計 

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

▲遊歩道整備が進む市道（新神野） 

▲東加古川子育てプラザでのふれあいオープンルーム 

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー 

　
交
付
事
業
の
内
容
は 

山
電
別
府
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

　
事
業
の
負
担
割
合
は 

緊
急
雇
用
創
出
事
業 

　
の
業
務
内
容
は 

遊
歩
道
整
備
事
業
の 

　
進
捗
状
況
は 

　
平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
は
、
三
月
十
八
日
に 

所
管
の
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
の
本
会
議
で
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
審
議 

の
結
果
、
各
会
計
予
算
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん 

　
事
業
の
内
容
は 

親
育
ち
支
援
事
業
の 

　
委
託
料
は 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
登
録
者
数
増
へ
の
対
応
は 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
へ
の
相
談
件
数
は 

中
学
校
区
連
携
ユ
ニ
ッ
ト
１２ 

　
推
進
事
業
の
取
り
組
み
は 

水
道
事
業
会
計 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 
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平成２１年度 
一般会計予算 

賛 

成 

新
　
政
　
会 

　
三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
最
終
日
に
、
平
成
二

十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ

れ
、各
会
派
か
ら
、賛
成
、
反
対
の
態
度
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

賛 

成 

市
民
ク
ラ
ブ 

賛 

成 

平
成
ク
ラ
ブ 

賛 

成 

公
明
党
議
員
団 

反
対 

日
本
共
産
党
議
員
団 
反
対 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

一般会計予算額 
720億円 
（　）は前年度比 

歳入  歳出  

土木費 
95億9,871万円 
(6.5％減)

民生費 
212億7,096万円 
(1.8％減)

総務費 
109億9,272万円 
　(4.3％減)

公債費 
96億1,998万円 
(9.4％増)

教育費 
51億9,240万円 
(16.9％減)

衛生費 
72億6,577万円 
(12.9％増)

消防費 
33億3,129万円 
(1.0％減)

労働費 
17億2,144万円 
(1.0％減)

商工費 
13億5,842万円 
(6.8％増)

農林水産業費 
10億1,497万円 
(4.1％減)

議会費 
5億3,329万円 
(0.4％減)

予備費 1億円 
(0％)

その他 
22億2,357万円 
（1.4％減） 

分担金及び負担金 
11億7,965万円 
　　（1.6％減） 

使用料及び手数料 
14億2,714万円 
（9.6％増） 

地方消費税交付金 
21億円(4.5％減)

県支出金 
38億4,394万円 
(3.1％減)

繰入金 
42億1,111万円 
(6.3％減)

諸収入 
39億6,088万円 
(3.1％減)

市債 
55億6,570万円 
(8.1％増)

地方交付税 
34億円 
(5.6％減)

国庫支出金 
61億2,998万円 
 (1.7％増)

市税 
379億5,800万円 
(1.9％減)
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平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
市
税

収
入
は
二
十
年
度
の
補
正
額
よ
り

十
三
億
円
も
の
減
収
見
込
み
で
あ

り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

　
こ
の
厳
し
い
状
況
下
で
も
、
本

市
の
二
十
一
年
度
予
算
は
「
元
気

な
ま
ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
雇

用
確
保
対
策
、
少
子
化
対
策
、
地

域
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
立
し
た

生
活
確
保
を
目
的
と
し
た
支
援
セ

ン
タ
ー
の
増
設
、
学
校
園
の
耐
震

化
を
含
め
た
教
育
面
で
の
充
実
、

さ
ら
に
狭
隘
踏
切
の
改
良
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
に
は
、
高
く
評
価

す
る
。  

　
し
か
し
、
市
民
病
院
は
黒
字
か

ら
赤
字
に
転
落
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
地
域
医
療
の
確
保
、
病
院
経

営
の
面
か
ら
も
、
医
師
の
確
保
に

努
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

　
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
市
長
を
先

頭
に
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
、

本
案
に
賛
成
す
る
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
予
算
は
、「
元

気
な
ま
ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
本

市
の
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の

「
子
育
て
支
援
」
に
重
点
を
置
い

た
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
。 

　
歳
入
で
は
、
不
況
に
よ
る
法
人

市
民
税
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま

れ
、
市
債
発
行
や
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
で
補
う
苦
し
い
編
成

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、税
の
公
正
・

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
処
理

を
引
き
続
き
毅
然
と
取
り
組
む
よ

う
要
望
す
る
。 

　
歳
出
で
は
、
行
財
政
改
革
に
伴

う
職
員
の
削
減
や
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
に
よ
り
、
人
件
費
は
前

年
度
比
五
・
六
％
の
抑
制
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
事
務
事

業
の
見
直
し
に
期
待
す
る
。 

　
「
行
政
は
市
民
の
幸
せ
の
た
め

に
あ
る
」
と
い
う
原
点
の
も
と
に

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

効
果
的
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
し
、
本

案
に
賛
成
す
る
。 

　
一
般
会
計
予
算
は
、
市
政
推
進

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
元
気
な
ま
ち
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」

を
基
本
に
、
経
常
的
事
業
の
経
費

節
減
や
投
資
的
事
業
の
見
直
し
等

に
努
力
し
、
市
民
生
活
の
安
全
や

子
育
て
支
援
の
拡
充
、
雇
用
や
地

域
経
済
の
活
性
化
等
に
、
国
・
県

の
諸
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
予

算
で
あ
り
、総
括
的
に
評
価
す
る
。 

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
未
収
金
の

徴
収
率
向
上
、
国･

県
補
助
制
度

の
活
用
、
遊
休
市
有
地
の
売
却
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
源
の

確
保
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。
歳

出
に
あ
っ
て
は
、
七
十
項
目
の
主

要･

新
規
事
業
が
総
合
基
本
計
画

に
沿
っ
て
予
算
化
さ
れ
、
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
ふ
る

さ
と
加
古
川
づ
く
り
に
市
長
の
強

い
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
一
層
の
コ
ス
ト
意

識
を
持
ち
、
地
方
財
政
健
全
化
法

を
念
頭
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
強
く
要
望
し
、
本
案
に
賛
成

す
る
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
歳
入

は
、
前
年
度
に
比
較
し
市
税
収
入

で
既
に
約
七
億
二
千
万
円
の
減
収

で
あ
る
が
、
企
業
業
績
、
雇
用
情

勢
を
考
慮
す
る
と
、
さ
ら
な
る
減

収
が
危
惧
さ
れ
る
。予
算
編
成
は
、

財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
、
多
額

の
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
調
整

さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
運
営
状
況

で
あ
る
。 

　
歳
出
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。
市
民
生
活
を
第
一

に
考
え
た
事
業
へ
優
先
的
に
財
源

を
配
分
し
編
成
し
た
こ
と
は
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
予
算
で
あ

る
と
評
価
す
る
。 

　
し
か
し
、
市
民
病
院
の
医
師
不

足
が
地
域
医
療
の
維
持
を
困
難
に

し
、
財
政
運
営
へ
も
影
響
す
る
な

ど
、多
く
の
課
題
を
含
ん
で
い
る
。 

　
市
長
に
は
、
「
住
ん
で
良
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
み
、
市

民
が
憂
う
こ
と
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
し
、本
案
に
賛
成
す
る
。 

　
世
界
的
不
況
が
市
民
の
暮
ら
し

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

現
在
、
為
政
者
の
責
任
は
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
国
の
対
応
は
財

界
・
大
企
業
の
利
益
を
重
視
し
、

外
交
・
経
済
政
策
に
お
い
て
は
ア

メ
リ
カ
中
心
主
義
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
中
、
自
治
体
は
福
祉

や
教
育
予
算
の
拡
充
に
努
め
る
こ

と
、
地
域
経
済
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
重
視
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
の
が
第
一
の
施
策
と
考
え
る
。 

　
そ
の
観
点
か
ら
平
成
二
十
一
年

度
予
算
を
見
る
と
、
妊
婦
健
診
助

成
の
充
実
拡
大
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
維
持
な
ど
は
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
た
施
策
と
評
価
す
る
。

し
か
し
、
経
済
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
な
ど
の
不
採
用
や
、
高
齢
者
、

障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
は
課
題

が
多
く
、
高
額
な
保
険
料
問
題
も

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。 

　
さ
ら
な
る
住
民
本
位
の
施
策
の

充
実
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
本
案

に
は
賛
成
で
き
な
い
。 

 

　
世
界
同
時
不
況
は
、
日
本
経
済

へ
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
し
、
国

民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て

い
る
。
市
税
や
地
方
交
付
税
に
お

い
て
も
景
気
動
向
の
影
響
か
ら
、

経
常
収
支
面
で
の
財
源
不
足
が
懸

念
さ
れ
、
極
め
て
慎
重
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
社
会
情
勢
の
中
、
平
成
二

十
一
年
度
予
算
は
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
、
雇
用
対
策
に
な
ら
い
、

一
定
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
回

数
及
び
限
度
額
拡
大
や
、
緊
急
経

済
雇
用
対
策
融
資
制
度
の
創
設
な

ど
は
評
価
で
き
る
。 

　
一
方
、
第
四
次
行
革
緊
急
行
動

計
画
で
は
、
市
民
生
活
に
影
響
す

る
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
削
減
な

ど
再
考
す
べ
き
懸
案
が
あ
る
。
深

刻
な
状
況
下
の
高
齢
者
や
障
害
者
、

生
活
困
窮
者
へ
の
負
担
軽
減
策
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
中
学
校
給
食

の
導
入
や
、
市
民
病
院
の
医
師
、

看
護
師
不
足
解
消
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
努
力
を
求
め
る
こ
と
な
ど

か
ら
本
案
に
賛
成
で
き
な
い
。 

 

き
ょ
う
あ
い 
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議
員
　
全
国
的
な
医
師
不
足
の
影

響
を
受
け
、
市
民
病
院
も
二
月
か

ら
内
科
外
来
に
お
い
て
診
療
制
限

が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
医
療
の

中
核
病
院
と
し
て
、
医
師
の
確
保

は
急
務
で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る

具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

市
長
　
内
科
は
市
民
病
院
の
根
幹

を
な
す
診
療
科
で
あ
り
、
一
刻
も

早
い
診
療
体
制
の
回
復
を
考
え
て

い
る
。
大
学
医
局
に
医
師
の
派
遣

を
依
頼
し
て
い
く
と
と
も
に
、
院

内
で
は
、
在
籍
医
師
の
定
着
と
新

規
医
師
の
確
保
に
向
け
、
勤
務
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
医
師
手
当
の
増
額

や
、
専
門
医
業
務
手
当
の
新
設
な

ど
給
与
面
の
改
善
、
医
療
業
務
の

軽
減
に
向
け
た
医
療
事
務
補
助
員

の
配
置
、
専
門
分
野
に
お
け
る
研

修
制
度
の
充
実
、
女
性
医
師
の
就

労
支
援
と
し
て
、
院
内
保
育
園
の

設
置
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
て
い
る
。
今
後
も
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
市
民
病
院
の
機
能
維
持
の

た
め
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て     

　
　
本
市
経
済
の
活
性
化
／
経
済
安

　
　
定
の
た
め
の
都
市
基
盤
整
備 

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

　
　
第
４
次
行
革
緊
急
行
動
計
画
／

　
　
未
収
金
の
問
題 

○
市
民
病
院
の
経
営
に
つ
い
て     

　
　
地
域
で
の
役
割
を
見
据
え
て
の

　
　
経
営
／
地
方
公
営
企
業
法
の
全

　
　
部
適
用
な
ど
の
経
営
形
態
の
検

　
　
討 

     

議
員
　
市
民
病
院
は
、
東
播
磨
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
が
、
内
科
医
師

の
減
員
の
た
め
、
外
来
診
療
を
制

限
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
今
後
の

対
策
と
他
の
診
療
科
の
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
中
央
診
療
棟
の
運

営
状
況
は
ど
う
か
。 

市
長
　
内
科
医
師
の
減
員
は
、
従

来
の
対
応
を
困
難
に
し
、
医
師
の

疲
弊
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

外
来
診
療
を
制
限
し
た
。
本
市
が

派
遣
要
請
を
行
っ
て
い
る
大
学
の

内
科
医
局
も
人
員
不
足
で
あ
り
、

補
充
は
難
し
い
。
一
方
、
小
児
科

や
麻
酔
科
な
ど
の
医
師
数
は
増
え

て
お
り
、
安
定
し
た
診
療
体
制
が

確
保
で
き
る
と
考
え
る
。今
後
も
、

医
師
の
勤
務
環
境
の
整
備
を
図
り
、

大
学
の
医
局
へ
積
極
的
に
働
き
か

け
、
早
期
に
従
来
の
診
療
体
制
に

回
復
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。
ま

た
、
中
央
診
療
棟
の
手
術
室
や
Ｉ

Ｃ
Ｕ
等
は
予
定
通
り
に
稼
働
し
て

い
る
が
、
放
射
線
科
の
主
要
な
機

器
は
調
整
を
行
い
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
今
後
は
稼
働
率
の
向
上
に

努
め
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
加
古
川
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て 

　
　
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
／

　
　
次
世
代
を
見
据
え
た
財
政
運
営 

○
市
民
病
院
の
現
状
と
今
後
の
見
通

　
し
に
つ
い
て 

　
　
経
営
計
画 

○
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
学
校

　
教
育
に
つ
い
て 

　
　
地
域
総
が
か
り
の
教
育
の
推
進

　
　
／
小
学
校
外
国
語
活
動
へ
の
対

　
　
応 

○
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
に
つ
い
て 

　
　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
／
安
心
な

　
　
ま
ち
づ
く
り 

     

議
員
　
二
十
一
年
度
の
予
算
で
歳

入
に
お
け
る
市
税
収
入
は
法
人
市

民
税
を
は
じ
め
と
し
て
七
億
二
千

二
百
万
円
の
減
収
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
財
源
調
整
の
た
め
、
二
十

二
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
。新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

企
業
誘
致
や
人
口
増
を
図
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
滞

納
解
消
は
税
の
公
平
・
公
正
性
の

観
点
か
ら
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

市
長
　
企
業
誘
致
は
、
長
期
的
な

市
の
繁
栄
に
重
要
で
あ
る
が
、
現

在
、
工
業
・
準
工
業
地
域
に
大
規

模
な
空
き
地
が
な
く
、
用
地
確
保

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
審
議

会
で
も
審
議
し
て
お
り
、
適
切
な

方
策
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
滞

納
解
消
に
つ
い
て
は
、
納
期
内
納

付
の
推
進
、
早
期
の
滞
納
整
理
、

高
額
滞
納
者
の
優
先
整
理
を
基
本

と
し
、
休
日
夜
間
窓
口
の
開
設
等

の
実
施
を
は
じ
め
、
悪
質
滞
納
者

に
は
法
的
手
段
を
講
じ
る
な
ど
強

化
に
努
め
て
き
た
。
二
十
年
度
は

県
と
の
合
同
公
売
等
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

県
、
国
等
と
連
携
し
な
が
ら
滞
納

解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
施
政
方
針
に
つ
い
て 

　
　
治
水
対
策
／
一
般
住
宅
の
耐
震

　
　
診
断
／
総
合
交
通
政
策
／
妊
婦

　
　
健
康
診
査
助
成
事
業
／
緊
急
雇

　
　
用
創
出
事
業
／
留
守
家
庭
児
童

　
　
対
策
／
ゴ
ミ
分
別
収
集
啓
発
事

　
　
業
／
加
古
川
新
橋
梁
／
緊
急
対

　
　
策
踏
み
切
り
改
良
事
業 

○
市
民
病
院
に
つ
い
て 

     

議
員
　
本
市
の
標
準
財
政
規
模
に

対
し
、
土
地
開
発
公
社
が
債
務
保

証
を
し
た
土
地
の
割
合
は
、
県
下

で
も
非
常
に
多
い
。
本
市
は
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま

で
の
五
カ
年
に
よ
る
「
土
地
開
発

公
社
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定

し
た
。
現
在
、
健
全
化
計
画
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
平
成
二

十
年
度
末
に
お
け
る
土
地
開
発
公

社
の
債
務
は
、
ど
の
程
度
解
消
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
経
営

健
全
化
の
実
現
に
向
け
て
の
方
針

は
ど
う
か
。 

市
長
　
平
成
二
十
年
度
末
の
土
地

保
有
残
高
は
、
約
百
九
十
七
億
円

の
見
込
み
で
あ
り
、
平
成
十
四
年

度
と
比
較
し
、
百
三
十
二
億
円
の

債
務
を
解
消
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
計
画
ど
お
り
の
健
全
化
を
実

施
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後

も
、
財
政
運
営
の
厳
し
い
状
況
は

続
く
が
、
当
初
策
定
し
た
計
画
を

着
実
に
実
施
し
、
土
地
開
発
公
社

の
経
営
健
全
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
会
計
も
含
め
た
連
結
的
視

野
で
の
財
政
健
全
化
に
努
め
て
い

き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
予
算
編
成
と
財
政
運
営
に
つ
い
て 

　
　
財
政
運
営
方
針
／
財
政
の
健
全

　
　
化
と
市
債 

○
施
政
方
針
に
つ
い
て 

　
　
人
材
育
成
と
再
雇
用
職
員
の
活

　
　
用
／
経
済
・
雇
用
対
策
／
地
域

　
　
医
療
と
市
民
病
院
の
経
営
／
基

　
　
本
構
想 

○
危
機
管
理
に
つ
い
て 

     

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
は
主
に
親

の
経
済
状
態
に
影
響
さ
れ
る
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

は
、
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

十
四
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
（
三

十
カ
国
）
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
２
位

と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貧

困
率
が
年
度
ご
と
に
上
昇
し
て
い

る
現
状
は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
、

貧
困
の
世
襲
、
連
鎖
は
社
会
的
な

不
安
感
を
増
し
、
社
会
全
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
研
究
者
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の

貧
困
問
題
の
把
握
と
解
決
の
た
め

の
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
景
気
の
低
迷
に
よ
る
雇
用

環
境
の
悪
化
等
に
よ
り
、
低
所
得

の
世
帯
が
増
加
す
る
中
、
「
子
ど

も
を
取
り
巻
く
諸
問
題
」
も
一
体

的
に
生
じ
て
く
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
経
済
や

社
会
保
障
と
も
密
接
に
係
わ
る
も

の
で
あ
り
、
解
決
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
福
祉
・
社
会
保
障
制
度
等
の
中

で
、
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
急
激
な
景
気
悪
化
か
ら
生
活
を
守

　
る
施
策
に
つ
い
て   

　
　
国
民
の
悲
鳴
に
応
え
な
い
二
〇

　
　
〇
九
年
度
国
家
予
算
へ
の
視
点

　
　
／
住
民
の
生
活
守
る
市
政
運
営

　
　
／
雇
用
確
保
へ
の
対
策 

○
破
た
ん
し
た
「
新
自
由
主
義
教
育

　
改
革
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

　
　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
弊
害

　
　
／
子
ど
も
の
学
力
と
体
力
を
向

　
　
上
さ
せ
る
視
点
／
「
教
育
費
は
無

　
　
償
」
の
原
則 

〇
住
民
の
生
命
と
健
康
守
る
医
療
に

　
つ
い
て 

　
　
国
民
皆
保
険
の
堅
持
／
子
ど
も

　
　
の
「
無
保
険
」
問
題
／
七
十
五

　
　
歳
以
上
高
齢
者
の
医
療
／
市
民

　
　
病
院
の
内
科
診
療
制
限 

〇
食
糧
自
給
率
向
上
へ
の
農
業
振
興

　
に
つ
い
て 

　
　
農
業
再
生
の
方
向
／
「
減
反
見

　
　
直
し
」
論
／
「
農
地
改
革
プ
ラ

　
　
ン
」 

〇
環
境
の
保
全
に
つ
い
て 

　
　
神
戸
製
鋼
所
等
に
よ
る
環
境
へ

　
　
の
影
響
／
兵
庫
県
弁
護
士
会
の

　
　
「
神
戸
製
鋼
所
の
ば
い
煙
、
粉

　
　
じ
ん
問
題
」
意
見
書
／
Ｐ
Ｍ
二
・

　
　
五
測
定
結
果
と
環
境
基
準 

   

　
三
月
九
日
と
十
日
に
行
わ
れ
た
代
表
質
問
で
は
、
六
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

会
派
の
代
表
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

▲加古川市民病院の院内保育園、開園式・入園式 

医
師
の
確
保
に
向
け
た 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は 

　
新
政
会 

　
　
　 

神
吉
耕
藏
　
議
員 

子
ど
も
の 

貧
困
問
題
の
解
決
を 

　
日
本
共
産
党
議
員
団 

　
　
　 

山
川
　
博
　
議
員 

市
民
病
院
の
現
状
と 

中
央
診
療
棟
の
運
営
に
つ
い
て 

　
市
民
ク
ラ
ブ 

　
　
　 

安
田
実
稔
　
議
員 

土
地
開
発
公
社
の 

健
全
化
へ
の
取
り
組
み
は 

　
平
成
ク
ラ
ブ 

　
　
　 

田
中
　
男
　
議
員 

新
年
度
予
算 

　
に
つ
い
て 

　
公
明
党
議
員
団 

　
　
　 

中
山
　
司
　
議
員 
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議
員
　
平
岡
町
に
あ
る
西
谷
踏
切

の
拡
幅
は
地
元
住
民
の
長
年
の
要

望
で
あ
る
。
今
後
の
拡
幅
工
事
の

時
期
と
内
容
を
伺
い
た
い
。ま
た
、

そ
の
他
狭
隘
な
踏
切
の
改
良
計
画

や
工
事
中
の
安
全
対
策
は
ど
う
か
。 

市
長
　
狭
隘
踏
切
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
国
の
基
準
に
従
い
、
緊
急

度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、
鉄

道
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

西
谷
の
大
割
上
踏
切
は
、
車
道
幅

を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー

ト
ル
に
拡
幅
し
、
併
せ
て
二
メ
ー

ト
ル
の
歩
道
を
設
け
る
計
画
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
と
工
事
の
協
議
が
整
い

次
第
着
工
し
、
平
成
二
十
二
年
三

月
の
完
成
を
目
指
す
。
二
十
年
度

は
、
広
畑
東
（
サ
テ
ィ
東
）
と
大

野
西
（
日
岡
駅
北
）
踏
切
の
歩
車

道
分
離
工
事
を
実
施
し
た
。
宮
東

第
三
（
野
口
神
社
西
）
と
神
野
第

二
（
神
野
駅
西
）
踏
切
も
改
良
に

向
け
た
詳
細
設
計
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
工
事
期
間
中
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
と
十
分

に
協
議
し
て
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
平
成
二
十
一
年
度
予
算
と
財
政
の

　
中
・
長
期
的
見
通
し
に
つ
い
て 

　
　
平
成
二
十
一
年
度
予
算
と
新
規

　
　
事
業
／
今
後
の
財
政
収
支
の
中
・

　
　
長
期
的
見
通
し 

○
安
全
で
機
能
的
な
ま
ち
を
め
ざ
し

　
て
に
つ
い
て 

　
　
地
震
等
、
大
規
模
災
害
に
対
す

　
　
る
対
策
の
現
状
と
強
化
／
大
規

　
　
模
災
害
時
の
高
齢
者
等
、
要
援

　
　
護
者
の
避
難
と
救
済
／
高
齢
者
、

　
　
障
害
者
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

　
　
の
確
保 

○
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

　
ち
を
め
ざ
し
て
に
つ
い
て 

　
　
児
童
福
祉
、
子
育
て
支
援
策
の

　
　
充
実
／
就
学
前
教
育
の
充
実
と

　
　
無
認
可
保
育
園
へ
の
助
成
の
充

　
　
実
／
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

　
　
／
地
域
医
療
の
充
実
／
地
域
医

　
　
療
と
市
民
病
院
の
医
療
体
制
の

　
　
充
実 

○
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
を
め

　
ざ
し
て
に
つ
い
て 

　
　
中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

　
　
料
化
／
中
学
校
給
食
の
実
施
に

　
　
向
け
て
／
い
じ
め
、
不
登
校
対

　
　
策
の
現
状
と
課
題 

 

     

議
員
　
近
年
、
「
障
害
者
」
と
漢

字
表
記
を
す
る
こ
と
が
、
負
の
イ

メ
ー
ジ
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
、

「
が
い
」
と
、
ひ
ら
が
な
表
記
に

換
え
る
社
会
的
な
動
き
が
あ
る
。

書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
言
葉

の
変
更
だ
け
で
な
く
、
表
記
す
る

側
と
目
に
す
る
側
、
両
方
の
意
識

の
向
上
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
。

本
市
で
も
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
障
害
者
の
「
害
」
の

文
字
表
記
は
、
法
令
に
基
づ
く
表

記
で
は
漢
字
を
採
用
し
て
い
る
。

変
更
す
る
た
め
に
は
、
条
例
・
規

則
の
改
正
の
必
要
性
等
、
整
理
す

べ
き
問
題
点
も
多
い
。
一
方
、
ひ

ら
が
な
表
記
に
つ
い
て
議
論
す
る

こ
と
は
、
共
存
社
会
の
実
現
に
向

け
て
市
民
の
意
識
醸
成
も
期
待
さ

れ
る
。
本
市
で
は
、
ま
ず
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
規
作
成
の

公
文
書
な
ど
に
つ
い
て
表
記
の
変

更
を
検
討
し
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て 

　
　
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
へ
の
対
応
／

　
　
寄
附
を
受
け
る
考
え
／
本
制
度

　
　
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
効
果 

○
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て   

　
　
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
／
子

　
　
宮
頸
が
ん
の
啓
蒙
活
動
／
Ｈ
Ｐ

　
　
Ｖ
検
査
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と 

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

　
　
設
置
状
況
／
設
置
要
件
の
見
直

　
　
し
／
重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど

　
　
へ
の
対
応 

○
妊
婦
健
診
助
成
事
業
拡
大
に
つ
い

　
て 

　
　
受
診
数
と
受
診
率
の
推
移
／
受

　
　
診
へ
の
啓
蒙
・
推
進
／
受
診
券

　
　
の
更
な
る
改
善 

    

議
員
　
社
会
保
障
審
議
会
の
少
子

化
対
策
特
別
部
会
に
よ
る
保
育
制

度
の
改
革
案
は
、
保
育
所
入
所
の

際
に
、
保
育
所
と
保
護
者
が
直
接

契
約
を
結
ぶ
方
式
で
あ
る
。
現
在

は
市
が
一
括
し
て
希
望
を
受
け
付

け
、
入
所
を
決
め
て
い
る
が
、
今

後
は
保
護
者
が
自
分
で
保
育
所
を

探
す
こ
と
に
な
る
。
公
的
責
任
の

後
退
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

福
祉
部
長
　
制
度
の
改
革
案
は
、

市
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
条
件

に
、
希
望
の
認
可
保
育
園
に
直
接

申
し
込
む
も
の
で
、
保
護
者
の
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
所
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
新
規
保
育
事
業
者
の
参
入

を
緩
和
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て

お
り
、
市
の
監
督
責
任
等
も
併
せ

て
規
定
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
制

度
改
革
の
詳
細
等
が
不
明
な
た
め
、

今
後
の
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
公
的
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に

　
つ
い
て 

　
　
子
ど
も
の
視
点
か
ら
考
え
る
保

　
　
育 

○
地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
住
宅
リ

　
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
復
活
を
求

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

○
子
育
て
支
援
と
し
て
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク

　
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を
求
め
る
こ

　
と
に
つ
い
て 

○
雇
用
促
進
住
宅
全
廃
計
画
に
不
安

　
を
つ
の
ら
せ
る
市
民
を
ど
う
支
援

　
す
る
か
に
つ
い
て 

    

議
員
　
本
市
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
方
針
に

よ
り
、
神
野
地
区
の
集
落
地
区
計

画
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
地
区
計
画
の
な
い
出
河
原
・

升
田
地
域
を
体
験
農
園
の
研
修
施

設
な
ど
が
設
置
可
能
な
、
本
市
に

お
け
る
市
街
化
と
田
園
地
域
の
中

間
地
帯
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
と
し

て
定
め
る
こ
と
で
、
活
性
化
で
き

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

都
市
計
画
部
長
　
出
河
原
・
升
田

地
域
は
、
田
園
環
境
保
全
地
区
で

あ
り
、
基
本
的
に
開
発
を
抑
制
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
存
集
落

と
そ
の
周
辺
で
は
、
環
境
と
調
和

す
る
開
発
を
容
認
す
る
位
置
づ
け

で
あ
り
、地
区
計
画
制
度
に
よ
り
、

地
域
に
必
要
な
建
物
の
建
設
も
可

能
と
な
る
。
今
後
、
都
市
計
画
道

路
神
吉
中
津
線
の
進
捗
状
況
や
、

社
会
経
済
状
況
等
を
見
極
め
、
必

要
で
あ
れ
ば
、
土
地
利
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
農
業
政
策
に
つ
い
て 

　
　
緊
急
時
の
農
産
物
生
産
体
制
／

　
　
備
蓄
米
の
現
状
と
将
来
／
緊
急

　
　
時
の
食
糧
支
援 

○
田
園
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

　
つ
い
て 

　
　
田
園
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況

　
　
／
新
住
民
の
受
け
入
れ 

○
大
気
汚
染
こ
そ
松
枯
れ
の
主
因
に

　
つ
い
て 

　
　
松
枯
れ
の
主
因
は
大
気
汚
染
で

　
　
あ
る
と
の
見
解
／
升
田
山
の
松

　
　
枯
れ
対
策
／
現
在
の
加
古
川
市

　
　
の
松
枯
れ
対
策
／
観
光
資
源
、

　
　
林
業
と
し
て
の
松
林
や
公
園
の

　
　
再
生 

 

▲歩道が整備された踏切（日岡駅北） 

　
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、

八
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
全
般
に
わ

た
り
、
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

狭
隘
踏
切
の 

　
改
良
計
画
は 

　
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
　
　 
松
崎
雅
彦
　
議
員 

き
ょ
う
あ
い 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

　
本
会
議
及
び
委
員
会

で
、
次
の
請
願
及
び
陳

情
に
結
論
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

  

請
願 

○
加
古
川
駅
北
土
地
区
画
整
理
事

　
業
の
早
期
完
成
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て
（
溝
之
口
三
丁
目
工

　
事
未
着
手
街
区
地
権
者
の
会
　

　
代
表
　
渡
辺
　
征
爾
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の

　
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
山
本
　
宗
男
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
国
に
対
し
て
公
契
約
基
本
法
の

　
早
期
制
定
を
求
め
る
請
願
（
日

　
本
労
働
組
合
総
連
合
会
兵
庫
県

　
連
合
会
東
播
地
域
協
　
議
会
　

　
議
長
　
住
山
　
弘
司
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

陳
情 

○
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充

　
と
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の

　
大
幅
増
額
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　
い
て
（
兵
庫
県
保
育
所
運
動
連

　
絡
会
　
会
長
　
増
田
　
百
代
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
幼
稚
園
・
学
童
保
育
予
算
の
大

　
幅
増
額
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て
（
兵
庫
県
保
育
所
運
動
連
絡

　
会
　
会
長
　
増
田
　
百
代
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
介
護
保
険
料
の
徴
収
方
法
の
見

　
直
し
に
つ
い
て
（
日
本
労
働
組

　
合
総
連
合
会
兵
庫
県
連
合
会
東

　
播
地
域
協
議
会
　
議
長
　
住
山

　
弘
司
）
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

  

請
願 

○
米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
廃
止

　
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て
（
安
保
破
棄
兵
庫
県

　
実
行
委
員
会
　
会
長
　
桂
　
仲

　
二
郎
）
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

○
公
共
工
事
や
委
託
工
事
を
健
全

　
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
公
契
約

　
に
関
す
る
請
願
（
日
本
労
働
組

　
合
総
連
合
会
兵
庫
県
連
合
会
東

　
播
地
域
協
議
会
　
議
長
　
住
山

　
弘
司
）
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

陳
情 

○
教
員
免
許
更
新
制
の
２
０
０
９

　
年
度
か
ら
の
実
施
凍
結
を
求
め

　
る
こ
と
に
つ
い
て
（
加
印
教
職

　
員
組
合
　
執
行
委
員
長
　
小
松

　
則
夫
）
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

○
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
見
直
し

　
に
つ
い
て
（
日
本
労
働
組
合
総

　
連
合
会
兵
庫
県
連
合
会
東
播
地

　
域
協
議
会
　
議
長
　
住
山
　
弘

　
司
）
　
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

請願・陳情

保
育
制
度
改
革
案
に
よ
る 

直
接
契
約
方
式
の
問
題
点
は 

　
　
　
　
中
村
照
子
　
議
員 

「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
と 

　
書
き
換
え
る
こ
と
へ
の 

　
　
取
り
組
み
は 

　
　
　
　
今
井
淳
子
　
議
員 

出
河
原
・
升
田
地
域
 

　
の
地
区
計
画
は
 

　
　
　
　
眞
田
千
穂
　
議
員
 

け
い 



    

議
員  

日
比
谷
公
園
の
派
遣
村
で
、

生
活
困
窮
者
を
対
象
に
、
生
活
資

金
の
貸
付
が
緊
急
に
実
施
さ
れ
た
。

京
都
市
や
堺
市
で
も
同
様
の
緊
急

生
活
資
金
貸
付
事
業
に
よ
り
、
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
本
市
で
も
、
緊
急
生
活

支
援
金
制
度
を
創
設
し
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
住
居
・
所
持
金
が
な

い
生
活
困
窮
者
に
は
、
本
人
同
意

の
上
、
救
護
施
設
を
紹
介
す
る
と

同
時
に
、
生
活
保
護
を
開
始
す
る

こ
と
で
生
活
の
安
定
を
確
保
し
て

い
る
。
生
活
保
護
決
定
前
の
貸
付

に
つ
い
て
は
、貸
付
条
件
の
確
認
、

貸
付
金
の
回
収
等
、
課
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
も
、
現
行
の
生

活
保
護
制
度
の
中
で
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
を
行
い
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
安
心
し
て
利
用
で
き
、
安
心
し
て

　
働
け
る
介
護
制
度
に
つ
い
て 

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
介

　
　
護
認
定
の
新
方
式
／
介
護
保
険

　
　
料
、
利
用
料
な
ど
の
独
自
サ
ー

　
　
ビ
ス 

    

議
員
　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十

四
年
目
を
迎
え
、
本
市
に
は
先
進

的
な
自
主
防
災
組
織
も
存
在
し
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
機
能

的
な
防
災
組
織
構
築
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

総
務
部
長
　
本
市
の
自
主
防
災
組

織
率
は
約
九
十
二
％
に
達
し
て
お

り
、
組
織
へ
の
支
援
と
し
て
、
総

合
防
災
訓
練
、
水
防
訓
練
、
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
を
地

域
に
派
遣
し
て
、
災
害
時
に
と
る

べ
き
行
動
な
ど
を
地
図
を
使
っ
て

検
討
す
る
、
災
害
図
上
訓
練
も
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
の

先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
や
体
験

談
を
紹
介
し
て
、
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災

連
絡
会
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
防
災

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
緊
急
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て 

　
　
避
難
場
所
な
ど
の
案
内
表
示
／

　
　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知

　
　
と
既
設
公
衆
電
話
の
現
状
／
住

　
　
宅
の
耐
震
状
況
と
部
分
改
修
補

　
　
助
制
度
の
導
入 

○
コ
ー
ル
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て 

　
　
適
正
で
な
い
救
急
車
出
動
件
数

　
　
／
適
正
で
な
い
救
急
車
出
動
件

　
　
数
に
よ
り
対
応
が
遅
れ
た
件
数

　
　
と
全
体
比
率
／
コ
ー
ル
ト
リ
ア

　
　
ー
ジ
導
入 

○
別
府
川
側
道
の
安
全
対
策
に
つ
い

　
て 

　
　
別
府
川
側
道
の
安
全
対
策
へ
の

　
　
今
後
の
対
応 

    

議
員
　
食
育
は
生
き
る
上
で
の
基

本
で
あ
り
、教
育
の
基
礎
で
あ
る
。

特
に
、
幼
児
期
・
義
務
教
育
期
の

子
供
に
は
重
要
で
あ
る
。
学
校
給

食
で
安
全
な
食
べ
物
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
地
産
地
消
の
推
進
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
本
市
は
平
成
二

十
年
度
に
食
育
の
充
実
を
目
的
と

し
て
、
「
加
古
川
市
学
校
園
食
育

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
ま

た
、
本
市
の
地
場
産
物
の
使
用
割

合
は
、
国
が
示
す
二
十
二
年
度
ま

で
に
三
〇
％
以
上
と
い
う
目
標
に

対
し
、
県
の
調
査
で
は
現
在
、
二

十
六
・
一
％
で
あ
る
。
な
お
、
本

市
で
は
米
飯
給
食
に
鹿
児
の
華
米

等
、
地
場
産
物
の
使
用
を
推
進
し

て
い
る
。
給
食
食
材
の
選
定
は
市

内
・
県
内
産
を
選
定
対
象
の
中
心

と
し
て
お
り
、
今
後
も
地
産
地
消

に
努
め
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
放
置
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

　
い
て 

○
学
校
給
食
に
つ
い
て 

　
　
学
校
給
食
の
調
理
業
務
委
託 

    

議
員
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
は
、

事
業
所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
把
握

が
重
要
で
あ
る
。
市
内
事
業
所
の

排
出
量
の
把
握
と
今
後
の
温
暖
化

対
策
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

環
境
部
長
　
市
内
事
業
所
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
、
新
年
度
に
予
定
し

て
い
る
本
市
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
の
中
で
、
排
出
構
造

や
排
出
量
の
把
握
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

反
映
さ
せ
、
二
十
二
年
度
に
は
地

球
温
暖
化
対
策
地
域
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

温
暖
化
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る

に
は
、
市
民･

事
業
者･

行
政
の
協

働
が
重
要
で
あ
り
、
検
討
組
織
と

し
て
昨
年
十
二
月
に
環
境
市
民
会

議
を
発
足
さ
せ
た
。
今
後
、
そ
れ

ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
を

協
議
し
、
市
全
域
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
町
内
会
事
務
委
託
費
に
つ
い
て 

    

議
員
　
国
は
循
環
型
社
会
の
形
成

に
向
け
た
施
策
の
一
つ
に
、
ご
み

の
有
料
化
を
示
し
て
い
る
。
有
料

化
に
踏
み
切
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
る
中
、
本
市
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
か
。 

環
境
部
長
　
ご
み
の
有
料
化
は
、

処
理
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
と
行
政
コ
ス
ト

へ
の
意
識
を
高
め
、
ご
み
を
抑
制

す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
有
料
化
に
よ
り
、
ご
み

の
不
法
投
棄
が
増
加
す
る
面
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
市

は
、
二
十
二
年
度
か
ら
現
在
の
分

別
収
集
に
、紙
パ
ッ
ク
、雑
が
み
、

蛍
光
灯
、
乾
電
池
を
追
加
し
、
よ

り
一
層
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
新
た
な
分
別
収
集
の
効
果
と

近
隣
市
町
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
有
料
化
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
た

い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て 

　
　
市
役
所
の
取
り
組
み
／
ご
み
の

　
　
分
別
／
集
団
回
収
／
事
業
系
ご

　
　
み
／
廃
棄
物
処
理
コ
ス
ト
／
レ

　
　
ジ
袋
削
減
と
有
料
化   

 

   

　
本
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
二
十
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、条

例
の
制
定
な
ど
計
四
十
七
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
休
会
中
に
所
管
の
常
任
委
員
会

で
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
市
長
か

ら
追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
一

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

    

●
加
古
川
市
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

次
回
改
選
時
か
ら
、
現
行
の
議

員
定
数
三
十
三
人
を
三
十
一
人
に

変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正 

　
職
員
の
勤
務
時
間
を
、
国
家
公

務
員
の
勤
務
時
間
の
改
定
に
準
じ

て
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

●
加
古
川
市
立
屋
内
温
水
プ
ー
ル

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定 

　
平
荘
湖
に
近
接
し
て
い
る
県
施

設
が
市
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
名
称
を
「
平
荘
湖
ア
ク
ア
交

流
館
」
と
し
、
既
存
の
温
水
プ
ー

ル
、
ホ
ー
ル
等
に
研
修
用
宿
泊
機

能
を
新
た
に
加
え
た
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

   

　
次
の
人
が
監
査
委
員
に
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

監
査
委
員 

            

▲災害図上訓練 

条
　
例 

人
　
事 

に
し
お
　
と
お
る 

西
尾
　
透
（
平
岡
町
）
再
任 

●
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制

　
定
を
求
め
る
意
見
書 

●
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の

　
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

●
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充

　
と
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の

　
大
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書 

●
介
護
保
険
料
の
徴
収
方
法
の
見

　
直
し
を
求
め
る
意
見
書 

●
幼
稚
園
・
学
童
保
育
予
算
の
大

　
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書 

 

　
今
回
号
よ
り
、
文
字
を
大
き

く
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

議  

決 

意
見
書 
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▲資源ごみ収集日のゴミステーション 

次の定例会は6月2日から開催する予定です。 
●6月2日（火）　全議案上程（質疑・即決又は付託） 
　　　　　　　　一般質問 
●6月3日（水）　一般質問 
●6月4日（木）　各常任委員会 
●6月１０日（水）　委員会審査報告（質疑・討論・採決） 
　　　　　　　　追加議案上程 
※本会議と委員会は、いずれも午前９時３０分に開会する予定です。会議
の日程等は変更されることがありますので、傍聴をされるときは、あら
かじめ議会事務局（　４２７－９３０３）へお問い合わせください。 

自
主
防
災
組
織
へ
の 

　
支
援
は 

　
　
　
　
相
良
大
悟
　
議
員 

事
業
所
の
C
O
2
排
出
量
把
握
 

　
と
温
暖
化
対
策
は
 

　
　
　
　
井
筒
高
雄
　
議
員
 

ご
み
有
料
化
へ
の
 

　
取
り
組
み
は
 

　
　
　
　
坂
田
重
隆
　
議
員
 

学
校
給
食
に
お
け
る 

　
地
産
地
消
に
つ
い
て 

　
　
　
　
井
上
隆
司
　
議
員 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の 

　
充
実
を 

　
　
　
　
広
瀬
弘
子
　
議
員 

　一般質問の模様を、
議場から生中継します。 
　放送日時 
　　6月2日（火）・3日（水） 
　　いずれも 
　　午前9時３０分から
　　　　　　　　　　 

ＢＡＮ‐ＢＡＮテレビ 
（アナログ５２ch　　 

　　デジタル０１８ch） 
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